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個人情報保護審議会答申の概要 

答申第 170 号（諮問第 182 号） 

件名：個別の回答が記載されている文書の開示決定及び一部開示決定に関する件 

１ 開示請求 

  令和元年 7月 26 日 

２ 原処分 

  令和 2年 1月 30 日（開示決定及び一部開示決定） 

愛知県警察本部長（以下「処分庁」という。）は、審査請求人に係る別記 1に掲げる

保有個人情報の自己情報開示請求（以下「本件開示請求」という。）について、別記 2

の文書一覧表に掲げる行政文書に記録された個人情報（以下「本件保有個人情報」と

いう。）を特定し、個人に割り当てられた警察電話番号を不開示とした。 

３ 審査請求 

  令和 2年 2月 17 日 

  原処分の取り消しを求める。 

４ 諮問 

  令和 2年 4月 20 日 

５ 審議会の結論 

処分庁が、本件保有個人情報を特定し、個人に割り当てられた警察電話番号を不開

示としたことは妥当である。 

６ 審議会の判断 

 (1) 判断に当たっての基本的考え方 

   条例は、第 1 条に規定されているとおり、実施機関の保有する個人情報の開示を

請求する個人の権利を明らかにし、もって県政の適正な運営を図りつつ、個人の権

利利益を保護することを目的として制定されたものであり、原則開示の理念のもと

に解釈・運用されなければならない。 

   当審議会は、自己に関する保有個人情報の開示を請求する権利が不当に侵害され

ることのないよう、原則開示の理念に立って条例を解釈し、以下判断するものであ

る。 

 (2) 本件審査請求の趣旨について  

   自己情報開示請求書の内容を基本として、審査請求書及び意見陳述並びに処分庁

が作成した弁明書の内容も踏まえると、本件審査請求の趣旨は、本件保有個人情報

の特定に対するもの及び別記 2 の文書 6 及び文書 7 において個人に割り当てられた

警察電話番号として条例第17条第 8号により不開示とした部分の開示を求めるもの

であると解されるため、本件保有個人情報の特定の妥当性及び個人に割り当てられ
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た警察電話番号の条例第 17 条第 8号該当性について、以下検討する。 

 (3) 本件保有個人情報の特定について  

   本件開示請求書の「開示請求をする保有個人情報の内容」欄には、別記 1 に掲げ

るとおり記載されており、本件開示請求に対して、処分庁は、別記 2に掲げる文書 1

から文書 13 までの行政文書に記録されている保有個人情報を特定している。 

   当審議会において処分庁から説明を聴取したところ、処分庁は、質問書の各項目

に対する回答が記載された文書を特定しているとのことである。また、当審議会に

おいて本件保有個人情報を確認したところ、質問書の各項目に対する個別の回答に

相当するものが記載されていることが認められた。他に特定すべき文書の存在をう

かがわせる事情も認められないことから、本件開示請求に対して全ての保有個人情

報を特定したとする処分庁の説明に特段不自然、不合理な点があるとは認められな

い。 

 (4) 条例第 17 条第 8号該当性について  

  ア 本号は、県の機関又は国、独立行政法人等、他の地方公共団体若しくは地方独

立行政法人が行う事務事業は、公益に適合するよう適正に遂行されるものである

が、これらの事務事業に関する情報の中には、開示することにより、当該事務事

業の性質上、その適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあるものが含まれるため、

これらの情報が記録された保有個人情報は不開示とすることを定めたものである。 

    そこで、この考え方に基づき、個人に割り当てられた警察電話番号が本号に該

当するか否かを以下検討する。  

  イ 当審議会において保有個人情報を確認したところ、記載されている警察電話番

号は、個人に割り当てられたものであることが認められる。 

    個人に割り当てられた警察電話番号は、警察内部の連絡用に設置された番号で

あり、これを開示すれば、開示されている情報と照合することにより、当該警察

電話番号を利用する個人を特定した一般電話回線による接続が容易となることが

認められる。警察業務は、その他の行政事務と異なり、検挙や規制を行うもので

あることから、被疑者及び関係者からの反発や反感を招くおそれがあり、警察電

話番号を利用する個人を特定した脅迫、誹謗中傷、事務妨害等を目的とする架電

等により、通常事務における必要な連絡又は突発事案への対応等に支障を及ぼす

おそれがあると認められる。 

    したがって、個人に割り当てられた警察電話番号は、公にすることにより、警

察内部の連絡に関する事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあるため、条例

第 17 条第 8号に該当する。 

 (5) 審査請求人のその他の主張について  

   審査請求人は、その他種々主張しているが、本件保有個人情報の特定及び個人に

割り当てられた警察電話番号を不開示としたことの妥当性については前記(3)及び 

(4)において述べたとおりであり、審査請求人のその他の主張は、当審議会の判断に
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影響を及ぼすものではない。 

 (6) まとめ 

以上により、「５ 審議会の結論」のとおり判断する。 

別記 1 

 裁決書の４頁に「（平成 30 年 1 月 29 日付の）質問書の記載内容に対する個別の回答に

ついては、過去に審査請求人と対応した際に作成した経過票等に記載があり、これらの

文書は別の自己情報開示請求で開示済みとのことである。」と記載されています。 

 そこで、「個別の回答」が記載されている文書の開示を求めます。（「個別の回答」の

内容がわかるもの） 

 なお、該当箇所（頁）のみの開示をして下さい。 
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別記 2 

自己情報一部開示決定に係る対象文書 

文書 1 

警察安全相談等・苦情取扱票（平成 25 年 3 月 22 日受理のうち抜粋したもの） 

文書 2 

起案文書の写し（平成 25 年 3 月 13 日起案のうち抜粋したもの） 

文書 3 

警察安全相談等・苦情取扱票（平成 26 年 4 月 20 日受理のうち抜粋したもの） 

文書 4 

警察安全相談等・苦情取扱票（平成 27 年 4 月 27 日受理のうち抜粋したもの） 

文書 5 

起案文書の写し（平成 27 年 1 月 19 日起案のうち抜粋したもの） 

文書 6 

起案文書の写し（平成 27 年 9 月 25 日起案のうち抜粋したもの） 

文書 7 

起案文書の写し（平成 28 年 10 月 28 日起案のうち抜粋したもの） 

文書 8 

収受票（平成 29 年 9 月 22 日収受のうち抜粋したもの） 

自己情報開示決定に係る対象文書 

文書 9 

警察安全相談等・苦情取扱票（平成 26 年 4 月 20 日受理のうち抜粋したもの） 

文書 10 

警察安全相談等・苦情取扱票（平成 27 年 3 月 23 日受理のうち抜粋したもの） 

文書 11 

起案文書（平成 27 年 7 月 1 日起案のうち抜粋したもの） 

文書 12 

起案文書（平成 27 年 8 月 3 日起案のうち抜粋したもの） 

文書 13 

起案文書（平成 27 年 12 月 3 日起案のうち抜粋したもの） 


